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土木クラブ　校舎模型完成

育友会総会及び懇談会の開催

ハイスクール強化指定校に決定

壮行会を開催
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 平成２０年５月中旬、新校舎の基礎

工事が始まりました。それから約１８カ

月の工期で昨年の１０月中旬完成し、

１１月２４日（火）から、真新しい校舎で

授業を開始しました。建設期間中、土

木クラブは、普段は見ることのできな

い基礎工事からの貴重な現場を、定

期的に見学させていただきました。見

学しているうちに、自分たちも新校舎

の模型を造りたくなり、1/300の縮尺で、

外庭や第二グランドも含めた平成２２

年度末完成の、和工校舎模型を製作

しました。新しくできる構造物は、図面

を見せていただき、従来の校舎の大

きさは、得意な測量技術で、測量して

いきました。約１年かけて完成しました。

模型製作はとても大変でしたが、もの

すごくやりがいを感じました。現在、ケ

ースもできて、新校舎の１階エントラン

スホールに展示していますので、見て

ください。

 土木クラブは、ものづくり、郷土史調

査、ボランティア活動等、幅広く活動

しています。平成２２年２月には、活動

を認めていただき、全国工業高等学

校長協会より、「優れた工業技術の学

習・研究・成果を讃える」という項目で

表彰していただきました。これを励みに、

また、新しいテーマを目標に活動して

いきたいと思います。

　5月17日（月）平成22年度育友会定

期総会を開催しました。平成21年度

の会務報告、決算報告、役員改選等

の議事が終了した後、就職・進学状

況について、進路指導部長が説明し

ました。また、本校のホームページを

リニューアルし、部活動の情報をでき

るだけタイムリーに更新することなどを

伝えました。

　総会の後、各科に分かれて、懇談

会を開催しました。

  県教育委員会から、平成22年度ハ

イスクール強化指定校の通知がありま

した。これは、県内の高等学校運動

部を特別に指定し、本県高校生の競

技力向上のために実施しているもの

です。

　昨年と比べて、指定を受けた運動

部が３つ増えました。今後の活躍が期

待されます。

　指   定　レスリング部　（男子）

　指   定　剣　道　部　（男女）

　指   定　ウエイトリフティング部（男子）

　指   定　陸上競技部　（男子）

　指   定　卓　球　部　（男子）

　準指定　ラグビー部　（男子）

　　－６月の行事予定－

 9日(水) 生徒総会

11日(金) 新入生歓迎会

　　　　　（午後・県文）

15日(火)・16日(水)

　　　　３年生実力テスト

 平成20年5月中旬、新校舎の基礎工

事が始まりました。それから約18カ月

の工期で昨年の10月初旬に完成し、

11月24日（火）から、真新しい校舎で

授業を開始しました。建設期間中、土

木クラブは、普段は見ることのできな

い基礎工事からの貴重な現場を、定

期的に見学させていただきました。見

学しているうちに、自分たちも新校舎

の模型を造りたくなり、1/300の縮尺で、

外庭や第二グランドも含めた平成22

年度末完成の、和工校舎模型を製作

しました。新しくできる構造物は、図面

を見せていただき、従来の校舎は、

得意な測量技術で測量して、約1年

かけて完成しました。

模型製作はとても大変でしたが、もの

すごくやりがいを感じました。現在、ケ

ースもできて、新校舎の1階エントラン

スホールに展示していますので、見て

ください。

 土木クラブは、ものづくり、郷土史調

査、ボランティア活動等、幅広く活動

しています。平成22年2月には、活動

を認めていただき、全国工業高等学

校長協会より、「優れた

工業技術の学習・研

究・成果を讃える」という項目で表彰し

ていただきました。これを励みに、また、

新しいテーマを目標に活動していき

たいと思います。

 

   5月19日（水）、平成22年度県下高 校総合体育大会への壮行会を開催し

ました。学校長が、「それぞれの選手

の皆さんは、和工魂を出してインター

ハイ、近畿大会への出場権を持って

帰ってください。」と激励の挨拶を行

いました。そして、各クラブの代表者

が競技場所と日程を紹介し、全校生

徒に応援を依頼しました。日頃の練

習成果を十分に発揮してほしいと思

います。


